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記念品を確認する安藤館長と武田さんご一家 入館者数は新型コロナの影響で落ち込みましたが

再び上向きに

　博物館の入館者数の合計が、2023年2月4日、50万人に到達しました。50万

人目の入館者となったのは、釧路の武田さんご一家でした。1998年7月の開

館以来、24年と7ヶ月かけての達成です。

入館者数５０万人達成！！
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入館者数の変遷（年度ごと）
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おうちでミニ発掘　　プレミアム 2023GW
ＧＷの「おうちでミニ発掘 プレミアム」のほんの一部を紹介します。お楽しみに！

蛍光鉱物セット 1０00円

ガーネット原石（アラスカ産） 1０00円

ブラックライトで蛍光する鉱物のセットです。

ホタル石

水晶（蛍光）

ルビーコーディエライト

（母岩付き風）

モササウルスの歯 1000円 

浩而みゆ　鼓動　北海道新聞連載『となりのイノチ』原画展

北海道新聞で平成28年３月から３年間連載された「となりのイノチ」　　　

　　私達の身近にいる生き物を　ボールペンによる繊細なタッチで描いた

浩而魅諭さんの作品は、

　　時に可愛らしさやユーモアを交えつつも　臨場感と躍動感にあふれる姿が

　　見るものの魂を揺さぶり　大きな話題を呼びました。

今回はその原画のほぼ全て（63作品）を展示します。
　　                                                                     ※幕別町忠類ナウマン象記念館と共同企画です。

4月
18日（火）～
　　　　　　　30日（日）

A会場
足寄町民センター
　

B会場
足寄動物化石博物館

それぞれの開館時間に

ご覧ください。

町民センターでは「ロビー

展」として開催します。
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あしょろ化石教室
地層や化石に触れ、北海道の大地の移り変わりを直に感じましょう。

第二回・三回：足寄町モラワンでは博物館の化石が発見されている2500万年
前の地層を観察し、螺湾らわんでは、古十勝湾の地層にある300万年前の貝化石
を探します。

第一回：白糠町右股の地層で、3000万年前の貝化石を探します。石ころのよ
うなノジュールに包まれている化石が多いですが、巻き貝や二枚貝の化石が
見つかります。

第一回 白糠町右股
日時：６月1１日（日）１２：３０集合 １５：００ごろまで
人数制限なし
※年齢制限はありませんが、大人ひざ丈程度の川を渡ります。

第二回 足寄町螺湾・モラワン
日時：７月1日（土）１２：３０集合 １５：００ごろまで
人数：２５名
※年齢制限はありませんが、大人ひざ丈程度の川を渡ります。

第三回 足寄町螺湾・モラワン
日時：７月２日（日）１２：３０集合 １５：００ごろまで
人数：２５名
※年齢制限はありませんが、大人ひざ丈程度の川を渡ります。

申込み：５月２４日（水）来館または電話での仮予約開始
※仮予約後に詳しい参加案内と申込用紙を渡します。また、各回とも天候
や河川の増水状況、および社会状況によって中止とする場合があります。

足寄町螺湾での化石採集の様子 白糠町右股の地層中に埋まっている化石
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足寄動物化石博物館の利用について

○開館時間　午前９時３０分～午後４時３０分（入館締め切り時刻）

○休　　館　毎週火曜日（祭日の場合は開館し、翌日またはその後の平日）
　　　　　　年末（12月30日から）・年始（1月６日まで）
　　　　　　※海の日から8月末までは、全日開館します。
○料　　金　一般　400円、　小中高・65歳以上　200円
　　　　　　幼児は無料。　足寄町内の小中学生は無料。
　　　　　※館の主催事業の際は、無料にすることがあり、その都度お知らせします。

　紙面の都合で化石体験の紹介コーナーが小さくなってしまいましたが、化石体験では

セッコウでのレプリカづくりや古生物模型づくりも人数限定という形で再開しています。

また、ミニ発掘プレミアムや石みがきにも新しい種類が登場します。

左端から、十勝石、花十勝、オホーツク海メノウ、ラピスラズリ、オニキス、ボツワナメノウ。
これらの石は「おうちで石みがき」にも登場します。

「地質の日」協賛

5月13（土）・14日（日）

北 海 道 の 石 を み が こ う ：
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 石 は み が く と 玉 に な る

※ 参加には「入館」が必要（入館料をいただきます）

　「地質の日」は、1876年5月10日、日本で初めての地質図「日本蝦夷地地質要略之図」

が刊行されたことにちなんで制定されました。

北海道の石を、紙やすりでみがいて、ピカピカにしましょう。
石はみがくと「玉（ぎょく＝宝もの）」になる！

それぞれ1日　3回
　　　　　　　　　　10：30～　　13：00～　　14：30～

人数　　各回6人まで
年齢　　小学校高学年以上
予約　　電話で、または、来館して
費用　　800円～　　（石によって変わります）

石種　　北海道の石：十勝石、花十勝、オホーツク海メノウ、日高山脈の泥岩・変成岩
　　　　　　世界の石もあります・・・ラピスラズリ、オニキス、ボツワナアゲート


